
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★開催目的 
①多くの市民に、東日本大震災・広島豪雨災害で活躍した災

害救助犬と救助犬団体の存在を知ってもらい、活動交流と組

織活性化をめざす。 

②流山市での災害救助犬団体発足のきっかけとする。 

※家庭犬の訓練・ハンドラー（隊員）育成を通じて、出動に備

えます。参加希望者の募集を行います。 

③児童書『超救助犬リープ』の発刊に賛同して、同書の普及

を目指し、紹介コーナーを設置します。同書を通じてより多く

の市民に災害救助犬の存在を広報していく。 

★全日本救助犬団体協議会について 
2009 年 10 月 16 日衆議院第 2 議員会館第 4 会議室に於

いて、予想される大地震等に備え、特定非営利活動法人沖

縄災害救助犬協会、特定非営利活動法人九州救助犬協会、

認定特定非営利活動法人日本レスキュー協会、特定非営利

活動法人日本捜索救助犬協会、特定非営利活動法人北海

道ボランティアドッグの会は、全国協議会を設立し、災害時の

共同出動態勢の確立および国との災害出動協定の締結を目

指し設立。ＮＰＯ法人災害支援団体ネットワーク加盟。東日本

大震災はじめ多数の災害救援活動を行っている。 

背景写真は 2011年 3月 13日気仙沼での捜索活動 

●災害救助犬のデモンストレーション ●セラピー犬コーナー・活動写真展 

10:30- 災害救助犬服従訓練（2回） 10:00-  

-13:00 災害救助犬捜索訓練（2回）   

あなたの家で飼っている犬・猫の何でも相談  自由にふれ合って下さい。 

10:00- しつけ教室（随時）   

-13:00 相談会（随時） -13:00  

●シンポジウム 

13:00-13:15 ① 開催趣旨（松尾 道夫：全日本救助犬団体協議会会長・ＮＰＯ法人災害支援団体ネットワーク代表理事） 

13:15-13:30 ② 御来賓挨拶 

13:30-14:50 

③ 基調講演（協働型災害訓練：災害救助犬をサポートする地図情報システム） 

講師：後藤 真太郎：立正大学・地球環境科学部・環境システム学科教授 

基調講演（初めて救助犬に触れる方へ） 

講師：石黒久人：超救助犬リープ著者 

14:50-15:00 休憩 

15:00-16:30 

④ パネルディスカッション（災害救助犬の活用） 

松尾 道夫、後藤 真太郎、石黒 久人、竹田 好孝（市民航空災害支援センター理事長） 

コーディネーター豊島 亮介（杉戸町・富岡町・川内村共助推進協議会事務局長） 

16:30-17:00 ⑤ 質疑応答 

●参加申し込み、アンケート回収 

 

■主催  災害救助犬フォーラム実行委員会 

■共催  全日本救助犬団体協議会、ＮＰＯ法人災害支援団体ネットワーク、市民キャビネット災害支援

部会・スマートＩＣＴ部会、立正大学・地球環境科学部、JACIC「日本版 ICS下でのクラウド型 GISの実装に

関する研究」研究チーム 

■後援  流山市（申請中）、流山市社会福祉協議会（申請中）、学芸みらい社 

お問合せ ＴＥＬ０４８－７２９－６１５１ ＦＡＸ０４８－７２９－６１５２ E-mail info@citycabinet.npgo.net 

〒331-0823 埼玉県さいたま市北区日進町２丁目 544番地 1 埼玉 NPOハウス 

2015年５月２日（土） 10：00 - 17：00 

＠流山市生涯学習センターホール ＜入場無料＞ 

流山市に災害救助犬団体をつくろう！ 

災害救助犬のデモ＆フォーラム 

mailto:info@citycabinet.npgo.net


 

全日本救助犬団体協議会活動記録 

 
  

2011 年東日本大震災捜索活動 2014 年広島豪雨災害捜索活動 

 

  

訓 練 風 景 市民航空災害支援センターとの合同訓練 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■流山市生涯学習センター 

千葉県流山市中 110番地 

つくばエクスプレス 流山セントラ

ルパーク駅下車 徒歩 3分 

＜フォーラム参加申込書＞FAX 048-729-6152 

お名前 所属団体名（任意） 

ふりがな ふりがな 

  

住所 〒 

電話番号  

e-mail  

※取得した個人情報は災害救助犬育成、災害救助の為にのみ使用します。 

 

 

■基調講演講師 

後藤 真太郎 

立正大学・地球環境科学

部・環境システム学科教

授、市民キャビネットスマ

ート ICT 部会長、協働型

災害訓練を主導。三菱総

合研究所にて原子力発

電所地震危険度評価を

担当。阪神淡路大震災

時、GISによるデジタル地

図作成支援。東日本大

震災時、内閣府の緊急マ

ッピングセンターに協力し

7 万件の津波流失家屋

調査を実施。米国 FEMA 

の基礎訓練 CERT につ

いて精通している。 


